
十
一
月
三
日
は
、
文
化
の
日
。
 

こ
の
日
を
中
心
に
、
市
民
総
合

文
化
祭
や
学
校
の
バ
ザ
ー
、
農

産
物
の
品
評
会
な
ど
多
彩
な
行

事
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

恒
例
の
市
農
協
祭
が
、
七
、
 

八
の
両
日
、
市
民
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
野
菜
や
果
物
、
ま
た
、
農
産

加
工
品
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
展
示
 

さ
れ
、
収
穫
を
お
え
て
ひ
と
息

つ
い
た
農
家
の
観
覧
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
 

山
の
初
雪
の
た
よ
り
と
と
も

に
、
日
ま
し
に
寒
さ
も
厳
し
く

な
り
、
農
家
は
ひ
と
息
も
つ
か

の
間
、
漬
物
づ
く
り
ゃ
雪
囲
い
 

に
と
早
く
も
冬
仕
度
に
入
り
、
 

冬
将
軍
の
到
来
に
備
え
て
い
ま

す
。
 

に
ぎ
や
か
に
 

農
協
祭
 

1部 9円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

435号 

昭和53年11月15日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,256 

（昭和53年11月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,426人 

女 	27,158人 

市 の 人 口 

52,584人 

① 	 （昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 
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昭
和
五
十
三
年
度
の
 
「市

文
化
褒
賞

・
市
褒
賞
」
 
の授

賞
式
は
、
十

一
月
三
日

・
文

化
の
日
に
産
経
会
館
五
階
で

行
わ
れ
、
植
物
学
分
野
で
す

ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
森
富
 

夫
氏
ら
 

七
氏
に
 

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
の
夫
人
に
は
、
内

助
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

授
賞
式
は
、
君
が
代
斉
唱

に
次
い
で
、
寺
田
市
長
が
、
 

受
賞
者
と
夫
人
一
人
一
人
に
 

褒
賞
状
と
勲
章
を
授
与
し
、
 

「今
日
の
よ
き
日
を
五
万
市

民
と
と
も
に
喜
び
た
い
。
市

民
の
規
範
で
あ
る
皆
さ
ん
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
に
期
待

し
た
い
 

」
 
と
、七
氏
の
 

こ
れ
ま
で
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら

い
功
績
を
た
た
え
て
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
賓
の
福
士
市
議

会
議
長
、
鈴
木
市
表
彰
推
せ

ん
委
員
会
会
長
か
ら
お
祝
い
 

の
言
葉
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
受
賞
者
を
代
表
し
て
森
氏

が
、
 
「
こ
れ
も
諸
先
輩
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
協
力
の

お
か
げ
で
感
謝
に
た
え
な
い
。
 

今
後
も
微
力
な
が
ら
努
力
し
、
 

さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い

i
《
 

…
・」
 
と
謝辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
文
化
褒
賞

・
市
褒
賞
を

受
け
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
 

受
尚
貝
おめ
で

と
・
つ
 

い
さ
さ
か
な
り

と
も
市
民
の
皆
 

京都市左京区北白川別当町七 

ー戸時雄氏（55) 

地震予知の 

精度を高める 

七
、
．
）轟
 

い
・
・
 

	一，.H垂．.I．級 ぎとゴ議iー ．五 
、

一
 

’、 

】i社・ー 
．「 t肌 
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文

化
褒

賞
 

集
大
成
「
津
軽
の
茶
花
」
 

森
 
富
夫
氏
（
六
七
）
 

市
内
柏
原
町
七
三
 

そ
の
成
果
は
、
植
物
学
界
は
も
 

と
よ
り
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

口
内
助
功
労
章
 

万
亀
子
さ
ん
 

金
沢
医
科
大
学
卒
。
医
学
博

士
。
医
業
の
か
た
わ
ら
草
花
の

研
究
に
は
げ
み
、
 
「さ
く
ら
そ

う
」
 
の展
示
会
を
十
五
年
間
に

わ
た
り
開
催
、
そ
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。
 

津
軽
地
方
に
自
生
す
る
名
も

な
い
山
野
草
を
研
究
、
著
書
「
 

津
軽
の
茶
花
」
を
自
費
出
版
し
、
 

市
内
藻
川
出
身
。
京
都
帝
大

理
学
部
地
球
物
理
学
科
卒
。

理

学
博
士
。
わ
が
国
に
お
け
る
地

球
物
理
学
の
第
一
人
者
で

す
。
 

と
く
に
、
学
位
論
文
「
重
力

の
時
間
的
変
化
の
研
究
」
で
内

外
に
高
く
評
価
さ
れ
、
重
力
の

測
定
を
火
山
の
噴
火
や
地
震
の

予
知
に
応
用
し
、
そ
の
後
の
地

震
予
知
の
精
度
を
高
め
る
も
の

と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

ロ
内
助
功
労
章
 

智
子
さ
ん
 

若
く
し
て
俳
句
の
道
に
入
る
。
 

俳
号
「
千
空
」
。
戦
後
の
荒
廃

期
に
文
化
活
動
の
必
要
性
を

と

い
て
 
「津
軽
詩
話
会
」
、
 
「五

所
川
原
俳
句
会
」
を
結
成
、
後
 

市
内
飯
詰
出
身
。
五
農
高
、
 

東
京
帝
大
農
学
科
卒
。
愛
媛
県

立
農
事
試
験
場
場
長
を
永
年
つ

と
め
、
農
作
物
の
品
種
改
良
、
 
 

輩
の
指
導
に
あ
た
る
か
た
わ
ら

創
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

第
一
回
「
菖
緑
賞
」
を
、
ま

た
四
回
に
わ
た
り
「
暖
鳥
賞
」
 

を
受
賞
。
多
く
の
句
集
を
出
版

し
、
全
国
や
県
内
の
俳
句
大
会

の
選
者
も

つ
と
め
、
す
ぐ
れ
た

風
土
詠
み
の
作
者
と
し
て
高
名

を
は
せ
て
い
ま
す
。
 

ロ
内
助
功
労
章
 

市
子
さ
ん
 

栽
培
技
術
の
向
上
に
尽
し
ま
し

た
。
 

一
方
、
推
さ
れ
て
参
議
院
議

員
愛
媛
地
方
区
か

ら
立
候
補
、
 

当
選
。
引
退
後
は
、
柴
田
産
業

会
社
（
株
）
の
嘱
託
と
な
り
、
 

南
米
ェ
ク
ア
ド
ル
に

一
年
間
滞

在
し
、
バ
ナ
ナ
の
輸
送
法
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を

受
章
。
 

す
ぐ
れ
た
風
土
詠
み
 

成
田
 
力
氏
（
五
七
）
 

市
内
元
町
八

一
ー
六
 

市
 
褒
 
賞
 

栽
培
技
術
の
向
上
に
尽
力
 

三
橋
八
次
郎
氏
（
八
〇
）
 

松
山
市
上
市
ニ
丁
目
四
ー
四
五
 



,
 

 

市
消
防
団
育
て
の
親
 

鶴
谷
初
太
郎
氏
（
七
三
）
 

市
内
中
平
井
町
七
五
 

消
防
組
、
警
防
団
、
消
防
団

と
市
消
防
の
変
遷
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
消
防
人
。
市
議
会
議

員
を
五
期

・
二
十
年
間
努
め
た
。
 

災
害
発
生
に
際
し
て
は
、
率

先
し
て
指
揮
に
あ
た
り
、
団
員
 

,, - 

A 

“市
文
化
奨
励
賞
）
 

表
彰
式
は
十
八
日
で
す
 

甑
一
 曲
 

昭
和
五
十
三
年
度
の
「
市
文

化
奨
励
賞
」
 
の
表
彰式
が
、
＋

一
月
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時

か
ら
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
 

今
年
度
表
彰
さ
れ
る
方
は
、
 

合
唱
、
珠
算
、
書
道
、
版
画
な

ど
の
文
化
活
動
に
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
た
個
人
二
十
六
人
、
 

十
四
団
体
（
二
三
八
人
）
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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立
志
伝
中
の
範
 

高
橋
昭
夫
氏
（
五
〇
）
 

調
布
市
八
間
町
三
丁
目
八
 

市政の進展に尽力 

原 清司氏（68) 

市内新宮字岡田九九 

ロ
願
書
受
付
 
十

一
月
ー
 

十
二
月
 

ロ
資
格
 
昭
和
五
十
四
年

四
月
一
日
現
在
、
十
五
歳
以

上
十
七
歳
未
満
 

日
本
国
籍
を
有
す
る
中
学

卒
業
者
。
 
（三
月
卒
業
見
込

み
含
む
。
）
 

ロ
試
験
の
程
度
 
中
学
校

三
年
二
学
期
修
了
程
度
 

陸

・
海
・
空
自
衛
隊
生
徒
募
集
 

実
に

つ
と
め
、
今
日
の
市
消
防

団
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
 

こ
の
間
、
団
の
再
編
に
大
ナ

タ
を
振
い
、
団
の
近
代
化
に
尽

さ
れ
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
褒
賞
、
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章
。
 

ロ
内
助
功
労
章
 

キ
ョ
ノ
さ
ん
 

東
奥
義
塾
卒
。
昭
和
二
十
三

年
以
来
現
在
ま
で
第
一
中
川
農

協
組
合
長
。
こ
の
間
、
推
さ
れ

て
旧
中
川
村
村
長
、
県
議
会
議

員
を
つ
と
め
た
。
 

市
が
誕
生
し
た
昭
和
二
十
九

年
、
町
村
合
併
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
奔
走
、
 一
町
六
カ
村
の
合

併
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
、
市
政

の
進
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
五
所
川
原
堰
土
改

区
理
事
長
な
ど
多
く
の
土
改
区

役
員
を
歴
任
、
終
始
農
業
振
興

に
も
尽
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
内
助
功
労
章
 

の
よ
さ
ん
 

市
内
金
山
出
身
。
法
政
大
学

経
済
学
部
卒
。
商
人
と
し
て
そ

の
道
に
入
っ
た
が
、
地
元
で
失

敗
し
傷
心
を
抱
え
て
上
京
。
 

辛
苦
の
末
、
東
京
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
会
社
（
株
）
を
設
立
、
七

つ
の
関
連
会
社
を
経
営
（
年
商

数
百
億
円
）
し

て
い
ま
す
。
 

実
業
家
と
し
て
成
功
し
な
が

ら
も
、
愛
郷
心
に
燃
え
、
 
「市

立
図
書
館
」
、
 
「あ
す
な
ろ
大

太
鼓
」
を
市
に
寄
贈
し
、
青
少

年
に
夢
と
希
望
を
与
え
ま
し
た
。
 

ロ
内
助
功
労
章
 

み
つ
江
さ
ん
 



国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
 

も
う
納
め
ま
し
た
か
。
納
め

忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度

お
調
べ
下
さ
い
。
 

各
納
期
限

（
ただ
い
ま
は

二
期
分
ま
で
、
三
期
分
は
一

二
月
二
八
日
）
ま
で
納
め
て

下
さ
い
。
 

も
し
、
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
お
り
ま
せ
ん
と
、
事
故

に
あ
っ
た
場
合
、
障
害
年
金
、
 

母
子
年
金
等
の
各
種
の
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
将

来
、
老
齢
年
金
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
と
き
、
あ
わ
 

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も

間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、保
険

料
は
納
期
限
ま
で
必
ず
納
め

て
下
さ
い
。
 

厚
生
年
金
等
を
や
め
た
場

合
は
、
必
ず
国
民
生
ム
皿
に加

入
し
て
下
さ
い
。
 

年
金
相
談
室
 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
 

す
べ
て
に
つ
い
て
、
相
談
に
 

応
じ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
七

日
（
月
）
午前
十
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
市
民
文
化

会
館

主
催
 
五
所
川
原
市

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

料
 

険
 

保
 

の
 

金
 

年
 

民
 

国
 

雄
 

、
り

た
 

れ
 

忘
 

再
び

増
加
の
傾
向
 

ど
こ
ま
で
続
く
交
通
事
故
死
 

県
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
、
 

五
月
以
来
急
速
に
増
加
し
、
県

民
あ
げ
て
の
取
り
組
み
に
よ
り

死
者
数
は
九
月
末
で
百
八
人

（
 

前
年
比
一
〇
人

・
一
〇
・
二
％

増
）
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
増

加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ

た
か
に
み
え
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も
つ
か
の

間
、
十
月
に
入
っ
て
十
八
日
ま

で
に
十
五
人

（
前
年
比
三
人
増
 

）
が
死
亡
し
、
再
び
増
加
の
傾

向
を
み
せ
毎
日
の
よ
う
に
死
亡

事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

本
県
の
十
月
中
の
死
者
十
五
 

“移
動
農
業
委
員
会
）
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
次
の

日
程
に
よ
り
“
移
動
農
業
委
員

ム
が
 
を
開
き
、
農
業
経
営
上
の

問
題
を
は
じ
め
、
農
地
、
制
度

資
金
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ご
来
場
下
さ
い
。
 
 

人
は
、
東
北
六
県
の
死
者
数
の

三
一

・
三
％
を
占
め
る
警
異
的

な
発
生
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
県
警
察
で
は
、
 

背
水
の
陣
を
し
き
、
十
月
中
を
 

Z
作
戦
と
銘
打
ち
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
事

故
防
止
は
警
察
の
力
だ
け
で
達

成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

最
近
の
交
通
事
故
は
、
安
全

施
設
や
道
路
の
環
境
の
不
備
が

原
因
し
て
起
き
て
い
る
の
で
は

な
く
、
多
く
は
運
転
者
の
ス
ピ
 

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
ゃ
酒
酔
い
運
 

を
開
く
 

お
気
軽
に
相
談
を
 

ロ
相
談
内
容
 
農
地
問
題
一

般
、
農
業
者
年
金
関
係
、
制
度

資
金
の
借
り
入
れ
、
農
地
の
移

動
あ
っ
せ
ん
、
そ
の
他
 

ロ
指
導
助
言
 
市
農
林

課
、
 

農
業
改
良
普
及
事
務
所
、
市
農

業
協
同
組
合
、
第
一
中
川
村
農
 
 

転
、

い
ね
む
り
、
前
方
不
注
視

な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ

ー
 

に
原
因
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
 

ま
た
、
歩
行
者
で
被
害
に
あ
う

人
も
、
車
の
直
前
・
直
後
の
横

断
や
横
断
禁
止
場
所
の
横
断
な

ど
の
ル
ー
ル
無
視
が
相
互
に
関

連
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

交
通
事
故
は
、
県
民
全
体
の

安
全
意
識
の
盛
り
上
げ
に
よ
っ

て
な
く
す
る
以
外
に
な
く
、
み

ん
な
が
、
 「
絶
対
事
故
を
起
こ

さ
な
い
」
 
と
誓
え
ば
、今
日
か

ら
で
も
交
通
事
故
を
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

業
協
同
組
合
、
七
和
農
業
協
同

組
合
、
松
島
第
一
農
業
協
同
組

合
、
市
農
業
委
員
会
 

農
業
用
免
税
軽
 

油
の
申
請
受
付
 

五
十
四
年
に
使
用
す
る
“
農

業
用
免
税
軽
油
（
の
申
請
を
次

の
要
領
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

ロ
受
付
期
間
 
十
二
月
二
十

日

（
水
）
ー
二
十
二
日

（
金
）
 

ま
で
。
 
（
こ
の
間
申
請
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
同
月
二
五
、

一
一

六
の
両
日
。
）
 

ロ
受
付
場
所
 
五
所
川
原
県

税
事
務
所
 

ロ
取
り
ま
と
め
先
 
農
業
協

同
組
合
及
び
軽
油
販
売
店
。
 
（
 

受
け
付
け
期
間
前
に
、
必
要
書
 

西
北
五
社
会
教
育

振
興
大
会
開
く
 

西
北
五
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
等
主
催
の
五
十
三
年
度
 

「西
北
五
社
会
教
育
振
興
大
会
」
 

が
次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

社
会
教
育
関
係
者
多
数
の
出

席
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
一
日

（
金
 

）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化

会
館

当
日
は
、
全
体
討
議

（
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
）
 

が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
県
社
会
教

育
委
員
小
沼
勉
氏
の
講
演
が
あ

り
ま
す
。
 

類
を
添
え
て
早
め
に
申
請
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

）
 

申
請
用
紙
は
、
農
業
協
同
組

合
及
び
軽
油
販
売
店
に
あ
り
ま

す
。
 

消
費
者
苦
情
相
談
所
 

「中
三
」
に
開
設
 

県
の
「
消
費
者
苦
情
相
談
所
 

」
 
は
、
 「中
三
」
 
デパ
ー
ト
の

改
築
工
事
に
伴
な
い
市
商
工
観

光
課
で
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

工
事
の
完
成
に
よ
り
こ
れ
ま
で

ど
お
り
同
デ
パ
ー
ト
で
開
設
し

て
い
ま
す
o
ご
利
用
下
さ

い
。
 

相
談
は
、
毎
月
第
一

・
第
三

水
曜
日
の
二
回
、
デ
パ
ー
ト
四

階
の
外
商
応
接
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
 

白
い
杖
等
贈
る
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
小関
和
男
会
長
）
は
十

一

月
七
日
、
会
員
の
方

々
に
役
立

て
て
ド
さ
い
と
、
西
北
五
視
力

障
害
者
福
祉
会

（
斎
藤
清
一
会

長

・
会
員
九
七
人
）
に
盲
人
用

の
白
い
杖

（
三
段
お
り
た
た
み
 
 

式
）
三
十
本
と
裁
縫
用
糸
通
し

五
十
個

（
あ
わ
せ
て
一
〇
万
円

相
当
）
を
贈
り
ま
し
た
。
 

ー
写
真

ー
 

津
鉄
観
光

十
万

円
寄
付
 

市
内
大
町
の
津
鉄
観
光
会
社
 

（
株
）
で
は
、
十
一
月
二
日
市

教
育
振
興
会
へ
、
 
「
奨
学
資
金

に
役
立
て
て
下
さ
い
」
 
と
現
金

十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

年
末
調
整
の
説
明
会
 

ロ
と
き
 
十
一
月
十
七
日

（
 

金
）
、二
十
一
日

（
火）
午
前

九
時
か
ら
と
午
後
一
時
か
ら
の

一
一
回
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

（
五
所
川
原
税務
署
）
 

十
一月
二
十
四
日（
金）
「
「三
十
分
藤
紗
議
纏

紗

十
一月
二十
七
日（
月
）
 
」
融

静
爵
難

所

十
一月
二
十
八
日（
火）
 
？

総
 
扇
難

所

十
一月
二十
九
日（
水）
 
ク
 

七
和
農協
ク
？
難

所
 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三三
三
三
三
丑
三
三
ニ
三
■
三
三
三
三
三
三
三
皿
三〒
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 広報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
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